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２０１９年１２月３日 

日本原子力発電株式会社 
                 

敦賀発電所の近況について 
  
 敦賀発電所の近況について、以下のとおりお知らせします。 

 

１．発電所の状況について（２０１９年１２月３日現在） 

１ 号 機 
沸騰水型 

廃止措置中（２０１７年４月１９日～） 
・第３回施設定期検査中（２０１９年１２月２日～２０２０年３月上旬予定） 

・タービン・発電機解体工事中（２０１８年５月７日～） 

２ 号 機 
加圧水型 

（１１６万 kW ） 
第１８回定期検査中（２０１１年８月２９日～未定） 

     （ ）内は定格電気出力 

 

    ＜新規制基準への適合性審査に係る申請状況＞ 

 申   請 申請日 補正日 許認可日 

２ 号 機 

原子炉設置変更許可 2015.11.5 － － 

工 事 計 画 認 可 － － － 

保安規定変更認可 2015.11.5 － － 

 

２．故障等の状況について（２０１９年１１月１日～１２月３日） 

（１）法律に基づく報告事象 

 なし 

 

（２）安全協定に基づく異常時報告事象 

 なし 

 

（３）保全品質情報等 

敦賀発電所２号機 管理区域における作業員の個人線量計の一時的な未着用について 

１１月１９日、敦賀発電所２号機において、エレベータの点検業務に従事していた

作業員１名が、管理区域に入域するために着衣場で着替えた際、台の上に個人線量計

を置き忘れ、着用しないまま入域しました。当該作業員はその後、個人線量計を着用

していないことに気づき、直ちに管理区域から退域しました。 

なお、当該作業員の被ばく線量は、同一行動をしていた作業員の被ばく線量から 

０．００ｍＳｖと評価しました。 

今回の事象を踏まえ、改めて個人線量計の着用確認の周知・徹底を図るとともに、

今後、携帯確認装置※を設置します。             （別紙－１参照） 

※：個人線量計を着用していないと着衣場出口を通過することができない装置 
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３．敦賀発電所３，４号機 準備工事について（２０１９年１２月３日現在） 

（１）建設準備工事 

 現在、原子炉建屋背後斜面の緑化維持管理等の建設予定地の維持管理を継続して 

行っています。 

 

（２）仮設工事関係 

 現在、コンクリート製造・供給プラントの設備維持管理等を継続して行っています。 
 

４．その他 

（１）敦賀発電所１号機 第３回施設定期検査の開始について 

 原子炉等規制法に基づき、１２月２日から約３ヶ月の予定で第３回施設定期検査を

開始しました。 

（１１月２９日お知らせ済み） 

 

（２）げんでんふれあいギャラリー催物のご案内について【開館時間：１０時～１７時】 

＜個人・グループでの芸術活動、趣味の発表の場としてご利用頂いております＞ 

① 「織
おり

・茜
あかね

」たのしい手織り『チェック・ちぇっく・Ｃｈｅｃｋ』 

「織・茜」手織りサークルの１４名の皆様による作品展です。心を込めて織り上げ

たストール、タペストリー、バック、クッション等、暮らしを彩る作品を１６０点展

示中です。 

（１２月３日～１２月８日） 

 

② ハワイアンリボンレイでクリスマスを飾ろう 

Lu
ル

a
ア

ka
カ

ha
ハ

（代表：宮澤
みやざわ

 和代
か ず よ

 様）の３名の皆様による作品展です。クリスマスをテ

ーマに、ハワイアンリボンレイの多様な手法でデコレーションされた作品を１００点

展示予定です。 

（１２月１７日～１２月２２日） 

 

③ ２０１９福井県小・中学生科学アカデミー賞優秀作品 敦賀展 

今年で２６回目を迎える、福井県内の小・中学生の理科研究を審査する科学アカデ

ミー賞（主催：福井新聞社）に寄せられた作品の中から、上位入賞した研究作品を約

２０点展示予定です。 

（１２月２４日～２０２０年１月１１日） 
 

以  上 

 

 



 

 

別紙－１ 

 
敦賀発電所２号機 管理区域における作業員の 

個人線量計の一時的な未着用について 
 

２０１９年１１月１９日、敦賀発電所２号機において、エレベータの点検業務に従事し

ていた作業員１名が、管理区域に入域するために着衣場で着替えた際、台の上に個人線量

計を置き忘れ、着用しないまま入域しました。当該作業員はその後、個人線量計を着用し

ていないことに気づき、直ちに管理区域から退域しました。 

なお、当該作業員の被ばく線量は、同一行動をしていた作業員の被ばく線量から０．００

ｍＳｖと評価しました。 

当該作業員は着衣場で作業服に着替える際、首から吊り下げていた個人線量計を一旦近

くの台に置きましたが、着用を忘れてそのまま作業場所に向かっていたことが分かりまし

た。 

着衣場には個人線量計の着用を促す表示や音声による注意喚起を行っていましたが、今

回の事象を踏まえ、改めて個人線量計の着用確認の周知・徹底を図るとともに、今後、携

帯確認装置※を設置します。  

※：個人線量計を着用していないと着衣場出口を通過することができない装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

本事象は、法律に基づく報告事象や安全協定の

異常時報告事象に該当するものではありません。

敦賀発電所２号機 サービス建屋１階 着衣場配置図（イメージ） 

個人線量計を 
着用しゲート

を通過 

（対策）携帯確認装置を設置 

作業場所 

【凡例】    管理区域境界 

作業員動線 

個人線量計置き忘れ箇所  ★ 

【装置イメージ】 

管理区域 ゲート 
（入域・退域） 

管理区域 

★ 

作業服着衣場 

作業服脱衣場及び手洗い場 

体表面モニタ 
サービス建屋 

原子炉補助建屋 
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